
広報WARABI ● 平成28年11月１日発行 ／ 発行所・蕨市役所
● http://ｗｗｗ.city.warabi.saitama.jp/
● 蕨市の面積　５.11km２

● 10月１日現在人口：73,692人 前月比    +30人
 　　　　　　　　　   男 37,499人　女 36,１93人
　　　　　　　　　 世帯数：37,400
　　　　　　　　　 人口密度：14,４21人／km２

2016/平成28年
わらび・788

まちの歴史や魅力を再発見！
子どもたちが中山道をぶらり
　先月22日、中山道には錦町在住の小
学生、仲よし４人組の姿がありました。
「宿場まつり」（今月３日開催）を前に、
まちの歴史を知ろうと、歴史民俗資料
館分館や中山道ふれあい広場などをみ
んなで散策。まちのことをいろいろ知
って、もっと蕨が好きになりました。

～今月の特集～
◦子育てしたくなるまちづくり
◦おもちゃの病院

（右上から時計回りに）北浦匠さん、牛久陽太さん、
木谷実保里さん、川畑美空さん、保護者の木谷輝久江さん
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　子どもを安心して産み育てられる環境の充実に向
け、市ではさまざまな取り組みを進めています。
　今月は「子育て支援」をテーマとし、２㌻から５
㌻までにわたって特集を展開します。まず２、３㌻
では産前産後のサポート体制についてご紹介します。

　

急
速
な
少
子
高
齢
化
が
日
本
全

体
で
進
む
な
か
、
人
口
減
少
に
ど

う
歯
止
め
を
か
け
る
か
は
、
各
自

治
体
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
す
。

　

都
心
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
よ
く
、

利
便
性
の
高
い
住
宅
都
市
・
蕨
の

人
口
は
微
増
で
推
移
し
て
い
る
も

の
の
、
国
、
県
、
近
隣
市
よ
り
も

出
生
率
が
低
い
ほ
か
、
若
い
世
代

が
子
育
て
期
に
な
る
と
市
外
へ
転

出
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
市
で
は
、
市
の

最
上
位
計
画
で
あ
る
「
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
蕨
」
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に

基
づ
き
策
定
し
た
蕨
版
総
合
戦
略

で
「
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い

環
境
づ
く
り
」、「
子
ど
も
・
子
育

安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
蕨
へ

少
子
高
齢
化
で
求
め
ら
れ
る

子
育
て
環
境
の
更
な
る
充
実

妊
娠
か
ら
出
産・子
育
て
ま
で
切
れ
目
な
い
支
援
を
展
開

11組の夫婦が参加した育メン講座（９月３日）

育
メ
ン
講
座
に
参
加
し
た
熊
田
さ
ん
ご
夫
婦
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て
世
代
の
定
住
を
促
す
環
境
づ
く

り
」
の
更
な
る
充
実
に
向
け
、
妊

娠
か
ら
出
産
・
子
育
て
ま
で
切
れ

目
の
な
い
支
援
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い

環
境
づ
く
り
」
の
取
り
組
み
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
産
前
産
後

の
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
で
す
。

　

産
前
面
で
は
、
従
来
の
妊
婦
健

診
の
一
部
費
用
負
担
な
ど
に
加
え
、

今
年
度
か
ら
男
性
の
積
極
的
な
育

新
た
な
事
業
の
実
施
な
ど
で

産
前
産
後
の
サ
ポ
ー
ト
推
進

児
参
加
へ
の
き
っ
か
け
づ
く
り
と

し
て
、
父
子
健
康
手
帳
の
配
布
や

育
メ
ン
講
座
を
実
施
し
て
い
る
ほ

か
、
妊
婦
の
皆
さ
ん
が
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
て
音
楽
を
楽
し
め
る
場
と
し

て
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
し
ま
す
。
９
月
に
保
健
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
育
メ
ン
講
座

で
は
、
グ
ル
ー
プ
討
論
や
こ
れ
か

ら
お
父
さ
ん
に
な
る
人
の
妊
婦
体

験
な
ど
が
行
わ
れ
、
参
加
し
た
熊く
ま

田だ

さ
ん
ご
夫
婦（
２
㌻
写
真
）は「
意

識
も
高
ま
り
、
同
時
期
に
出
産
す

る
皆
さ
ん
と
知
り
合
え
て
よ
か
っ

た
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

産
後
面
に
お
い
て
は
、
保
健
師

や
助
産
師
な
ど
が
お
宅
に
伺
う
赤

ち
ゃ
ん
訪
問
で
、
子
育
て
の
不
安

や
悩
み
、
産
後
の
体
調
に
関
す
る

相
談
な
ど
、
心
身
と
も
に
お
母
さ

ん
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
ほ
か
、

乳
幼
児
健
診
な
ど
を
通
し
て
、
継

続
的
な
ケ
ア
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

続
く
４
、５
㌻
で
は「
子
ど
も
・

子
育
て
世
代
の
定
住
を
促
す
環
境

づ
く
り
」
の
一
環
と
し
て
進
め
て

い
る
、
認
可
保
育
園
の
増
設
な
ど

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

特集：子育てしたくなるまちづくり①

　出産前から、男性にも親となる
心構えを持ち、育児に積極的に関
わるきっかけづくりにと、希望者
に配布している父子健康手帳。子
育ての基本や心と体の発達などに
関する内容が掲載されています。

　妻の香
か

織
おり

が第２子を来年
１月に出産する予定です。
父子健康手帳は我が子の記
念にもなりますし、掲載さ
れている内容は子育てをす
る上で参考になりますね。
１歳９か月の長女・瑛

え

奈
な

を
はじめ、みんなで新しい家
族を心待ちにしています。

パパに一冊！父子健康手帳

ママと赤ちゃんに音楽のプレゼント
～マタニティーコンサート～

好評
配布中

来月４日
くるる

　ファゴット、フルート、ピアノに
よる、優しく豊かなメロディをママ
とお腹の赤ちゃんにお届けします。

12/4

「Priere」`

マタニティー

コンサート

/
/

/

（駐車場はございません）

対象：妊婦さんとご家族

定員：７０名

料金：無料

受付： 月 日（日）１０時から

蕨市立文化ホールくるる

（※ 詳細は裏面に記載 ）

主催：蕨市保健センター

共催：蕨市立文化ホールくるる

協力：蕨市音楽家協会

～ ママと赤ちゃんに音楽のプレゼント ～

モーツァルト、テレマン、

他、の名曲集

赤ちゃんがいる全家庭を保健師・助産師などが訪問！
ママを
サポート

訪
問
時
に
は
体
重
測
定
な
ど
を
実
施

　赤ちゃんが生まれてから４か月を迎えるま
でに保健師・助産師などが全家庭を訪問しま
す。問い合わせ＝保健センター（☎431･5590） 　７月に息子の玄

げん

都
と

を出
産し、先月赤ちゃん訪問
を受けました。初めての
子育てで戸惑うことがた
くさんありますが、専門
家の視点から、助産師さ
んが丁寧に質問に答えて
くれたり、教えてくれた
りしたので、とても安心
しました。お勧めされた
公民館の子育て学級にも
今度参加してみたいです。

蓮
はす

見
み

 慎
しん

吾
ご

さん
南町２丁目・31歳

渡
わた

部
べ

 美
み

薫
く

さん
塚越２丁目・27歳

訪問で解消した不安

将来記念になる手帳

　とき＝12月４日（日）　午後２時
くるる　定員＝先着70人　※託児は
10人（要事前予約）。無料　曲目＝
モーツァルト、テレマンなどの名曲
集　申し込み＝所定の申込書を同施
設（☎446・8311　中央１－23－８）

※�母子健康手帳を市役所市民課や保健
センターなどで申請した際、希望者
に父子健康手帳もお渡ししています
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　子育て支援の一環で力を入れているのが待機児童ゼロ
を目指した取り組みです。４、５㌻ではその現状と、来
年４月に開園する民間認可保育園についてご紹介します。

　

今
年
４
月
。
錦
町
に
「
蕨
す
こ

や
か
保
育
園
」、
中
央
に｢

わ
ら

び
さ
く
ら
さ
く
ほ
い
く
え
ん
」
の

２
つ
の
民
間
認
可
保
育
園
が
開
園

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
計
12

園
と
な
っ
た
市
内
の
認
可
保
育
園
。

市
立
保
育
園
５
園
の
み
だ
っ
た
６

年
前
と
比
べ
、
７
園
の
増
、
定
員

数
も
６
０
０
人
か
ら
約
1.8
倍
の
１

１
０
８
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
年
４
月
の
待
機
児
童

数
は
３
人
。
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
目

指
し
て
、
積
極
的
に
認
可
保
育
園

の
増
設
を
推
進
し
て
き
た
た
め
、

中
央
地
区
に
来
春
開
園

　
定
員
60
人
の
認
可
保
育
園

積
極
的
な
認
可
保
育
園
増
で

待
機
児
童
数
は
大
幅
に
減
少

待
機
児
童
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
取
り
組
み
を
推
進

◀�わらびさくらさく
ほいくえん（定員
60人･中央１丁目)

▶�蕨すこやか保育園
(定員60人･錦町３
丁目）

認可保育園数 平成22年度→29年度（４月予定）

５園↗13園
認可保育園定員数 平成22年度→29年度（４月予定）

600人↗1168人
待機児童数 平成22年度→28年度（４月）

45人↘３人
参考：23年度＝44人 24年度＝41人 25年度＝33人
26年度＝47人 27年度＝33人 いずれも４月時点

数字で見る
待機児童への
蕨市の取り組み
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一
昨
年
の
47

人
、
昨
年
の

33
人
か
ら
大

幅
な
減
少
と

な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
一

方
で
、
一
定

数
の
不
承
諾

　

新
た
に
整
備
す
る
認
可
保
育
園

は
、
埼
玉
県
内
で
小
規
模
保
育
園

者
が
い
る
と
と
も
に
、
現
在
も
希

望
者
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
市
で
は
更
に
認
可
保
育
園
を

整
備
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

蕨
駅
か
ら
約
５
分
の
立
地
に

新
設
す
る
蕨
ゆ
た
か
保
育
園

の
実
績
が
あ
る
㈱
ａア

ン

ジ

ュ

ｎ
ｊ
ｕ
が
運

営
す
る
「（
仮
称
）
蕨
ゆ
た
か
保

育
園
」（
定
員
60
人
）
で
す
。
Ｊ
Ｒ

蕨
駅
西
口
か
ら
徒
歩
５
分
程
度
の

中
央
３
丁
目
に
位
置
し
、
現
在
あ

る
２
階
建
て
の
建
物
を
改
修
し
て

整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

開
園
に
向
け
て
、
市
で
は
整
備

費
の
補
助
な
ど
必
要
な
支
援
を
行

い
、
来
年
４
月
に
は
認
可
保
育
園

の
定
員
数
は
60
人
増
の
１
１
６
８

人
と
な
る
予
定
で
す
。

　

そ
し
て
今
後
も
待
機
児
童
ゼ
ロ

を
目
指
し
、
社
会
情
勢
や
希
望
者

の
動
向
な
ど
を
見
守
り
な
が
ら
、

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
来
年
４
月
か
ら
の
全
認

可
保
育
園
の
入
園
申
し
込
み
は
、

今
月
28
日
か
ら
30
日
ま
で
受
け
付

け
ま
す（
お
知
ら
せ
版
１
㌻
）。

　

子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て

ら
れ
る
環
境
の
更
な
る
充
実
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
住
み
や
す
さ
そ

の
も
の
に
も
直
結
し
ま
す
。

　

市
で
は
今
後
も
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
と
子
育
て
世
代
の
皆
さ

ん
の
た
め
に
、
妊
娠
か
ら
出
産
・

子
育
て
ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
と

連
携
し
、
子
育
て
し
た
く
な
る
環

境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

特集：子育てしたくなるまちづくり②

更
な
る
環
境
の
充
実
を
図
り

子
育
て
し
た
く
な
る
ま
ち
へ

中央３丁目に来春開園 !!（仮称）蕨ゆたか保育園
定員
60人

～基本データ～
ところ／中央３-５-７　定員／60人（０歳児＝
６人　１歳児＝８人　２歳児＝10人　３～５
歳児＝各12人） 運営主体／㈱anju　問い合わ
せ／同保育園準備室（☎048・268・5030）

　娘の千
ち

祥
さき

を昨年出産
し、来春職場に復帰予
定です。駅に近い場所
に新たな認可保育園が
できると聞き、夫婦で
喜んでいます。蕨は児
童館や公園などが身近
にあり、子育てしやす
いですね。これからも
子育てや防犯防災など、
子育て世代に優しい取
り組みを期待します。

戸
と

張
ばり

 芙
ふ

貴
き

子
こ

さん
中央２丁目・39歳

歓迎！新たな保育園

市立保育園の保育時間
　　　　　土曜日も午後７時まで
　保育サービスの充実の一環として、今
年７月から全ての市立保育園で土曜日の
保育時間を午後７時までとしました｡

　６歳の壱
いち

汰
た

がみどり保
育園に通っています。夫
婦とも土曜日が仕事なの
で、これまでは民間保育
施設を利用していました
が、午後７時までになり
助かっています｡ 蕨市内
の保育園はアットホーム
な雰囲気がいいですね｡

うれしい時間の延長

竹
たけ

生
お

 桂
けい

太
た

さん
北町５丁目・41歳

保育サービス
充実へ

蕨　駅
西口

蕨ゆたか保育園
（中央３－５－７）

中央公園

柳橋公園

三井住友銀行
くるる
旭町公民館

ファミリー
マート

西川口→

マルエツ
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「また使えるようになったら、

もっと思い出をつくれるよ。

物を大事にする心も持って帰ってね」

今月は壊れたおもちゃを

診療するお医者さんのお話です。

おもちゃの病院
～ボランティアでおもちゃを修理します～

特 集

おもちゃの病院
診 療 日／第３日曜日 午後１時半～３時
と こ ろ／下蕨公民館
　　　　　（中央７-41-１ ☎441･1560）
診療内容／壊れたおもちゃや傘などの
　　　　　修理（部品代は実費）
　　　　　その場で修理ができない場合
　　　　　は入院となります
診 療 代／笑顔と「ありがとう」の言葉
　　　　　 ※おもちゃドクター募集中です
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療
日
―
。
病
院
に
は
次
々

と
“
患
者
さ
ん
”
が
運
ば

れ
て
き
ま
す
。
声
が
出
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
お
人
形
、
歯
車
が
欠

け
て
走
れ
な
く
な
っ
た
電
車
な
ど

そ
の
症
状
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
「
今
日
は
ど
う
し
ま
し
た
か
」

と
、
初
め
に
容
体
を
聞
い
て
カ
ル

テ
に
記
入
。
子
ど
も
た
ち
の
目
の

前
で
治
療
が
始
ま
り
ま
す
。「
お
も

ち
ゃ
に
は
貴
重
な
思
い
出
が
詰
ま

っ
て
い
ま
す
か
ら
ね
」と
、愛
用
の

工
具
を
巧
み
に
操
る
三み

上か
み

英え
い

次じ

さ

ん
。
最
年
長
の
炭す
み

田だ

健け
ん

治じ

さ
ん
も

「
直
る
ま
で
絶
対
に
諦
め
ま
せ
ん

よ
」と
、修
理
に
熱
が
入
り
ま
す
。

　

年
間
の
診
療
数
は
約
１
０
０
件
。

重
症
患
者
は
医
師
の
皆
さ
ん
の
お

う
ち
に
入
院
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
ほ
と
ん
ど
は
そ
の
場
で
完

治
し
、
壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
に
再
び

命
が
吹
き
込
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

　
「
み
ん
な
の
喜
ぶ
姿
と
お
礼
の

言
葉
が
や
り
が
い
で
す
ね
」と
、声

を
そ
ろ
え
る
医
師
の
皆
さ
ん
。
お

も
ち
ゃ
の
修
理
を
通
じ
て
、
地
域

の
触
れ
合
い
も
深
ま
っ
て
い
ま
す
。

診

▲おもちゃの容体をカルテに記入

◀�モーターの脈拍（回転音）を確認。
真剣なまなざしで向き合います

れ
た
お
も
ち
ゃ
を
無
料
で

診
療
す
る「
お
も
ち
ゃ
の
病

院
」が
開
院
し
た
の
は
昭
和
51
年
。

消
費
が
美
徳
と
さ
れ
て
い
た
時
代

に
、「
子
ど
も
た
ち
に
物
を
た
い
せ

つ
に
す
る
心
を
育
ん
で
も
ら
い
た

い
」、そ
う
願
っ
て
始
ま
り
ま
し
た
。

　

一
時
は
お
も
ち
ゃ
の
電
子
化
や

医
師
不
足
な
ど
の
影
響
で
閉
院
と

な
り
ま
し
た
が
、
今
か
ら
17
年
前

に
復
活
。
現
在
は
月
１
回
、
下
蕨

公
民
館
で
開
か
れ
、
30
代
か
ら
80

代
ま
で
機
械
い
じ
り
が
大
好
き
な

６
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
医
師
の
皆

さ
ん
が
治
療
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

壊

▲�最近多い患者は電子ゲーム
機。基盤の手術も行います

◀�｢ほら､ 直りましたよ～｣。
達成感に先生も満面の笑み

▲骨が折れた傘の修理も。慣れた手つきに思わずくぎづけ

▼� ｢どうもありがとう｣。診療の疲れが吹き飛ぶ瞬間です

診療代はみんなの
　“笑顔”と“ありがとう”

特集 お も ち ゃ の 病 院



広報WARABI　8→口税務署　勤務内容＝①ＰＣ操作補助・会場案内　②データ入力・書類整理など　申し込み＝同署（緯253・4977）

語 る 人

髙
たか

橋
はし

 勝
かつ

之
ゆき

さん
塚越５丁目・71歳

塚
越
消
防
組
か
ら　
　

　
　
　
　
　

消
防
団
へ － 329 －

　コンセントにほこりが
たまると危ないので、藍
色の絵具などで絵が目立
つようにしました。みん
な注意してほしいです。

　火の付いたたばこのポ
イ捨てを見て怖かったの
でこの絵を描きました。
言葉を五七五調にして、
読みやすく工夫しました。

低学年の部
（105点）

高学年の部
（299点）

―――――――――――――――――――――― 全国統一防火標語 ｢消しましょう その火その時 その場所で｣ ――――

髙
たか

梨
なし

 理
り

央
お

さん
西小２年

石
いし

原
はら

 壮
そう

悟
ご

さん
中央小６年

沼
ぬま

田
た

 花
か

織
おり

さん
東小２年

小
こ

坂
さか

 彩
あ

夢
み

さん
西小４年

早
はや

川
かわ

 悠
ゆう

斗
と

さん
南小３年

伊
い

藤
とう

 捺
なつ

華
か

さん
中央小５年

金賞 金賞

銅賞 銅賞銀賞 銀賞

【消防長賞】
西
にし

尾
お

 帆
ほの

加
か

さん（中央東小３年）

【防火協会長賞】

平
ひら

田
た

 凌
りょう

我
が

さん（中央東小３年）

※ほか佳作５作品

【消防長賞】
佐
さ

藤
とう

 秀
しゅう

哉
や

さん（中央東小６年）

【防火協会長賞】

早
はや

川
かわ

 菜
な

々
な

さん（南小６年）

※ほか佳作５作品

　蕨市消防本部と蕨防火協会で毎年開催している防火ポスター展。今年も市内７小学校の児童から404
点の力作が寄せられました。ここ８㌻では入賞作品の一部を紹介します。なお、今月９日から15日まで
イトーヨーカドー錦町店（錦町１丁目）でも、秋の火災予防運動週間に合わせて入賞作品が展示されます。

防火ポスター展
第７回

応募総数：404点　入賞作品：20点

　

江
戸
時
代
、
中
山
道
の
宿

場
町
と
し
て
栄
え
た
蕨
は
、

た
び
た
び
大
火
に
見
舞
わ
れ

た
記
録
が
残
っ
て
お
り
、
古

く
か
ら
人
々
に
防
火
へ
の
意

識
が
根
付
い
て
い
ま
し
た
。

　

昔
の
写
真
は
蕨
に
初
め
て

誕
生
し
た
私
設
消
防
「
塚
越

消
防
組
」で
す
。結
成
さ
れ
た

明
治
27
年
か
ら
大
正
初
期
ま

で
の
間
に
現
在
の
東
小
学
校

で
撮
影
さ
れ
ま
し
た
。
同
組

は
３
部
制
で
、組
頭
・
部
長
・

小
頭
・
消
防
手
か
ら
な
り
、以

降
、
各
町
内
で
発
足
し
た
消

防
組
の
先
駆
け
と
な
り
ま
し

た
。
当
時
は
半
纏て

ん

に
地
下
足

袋
姿
で
炎
に
向
か
っ
た
組
員

た
ち
。
左
に
写
る
の
は
腕
用

手
押
ポ
ン
プ
で
、
こ
の
時
代

に
は
最
新
鋭
の
装
備
で
し
た

が
、
消
火
能
力
に
乏
し
く
、

火
災
時
に
は
家
を
壊
し
て
延

焼
を
防
ぐ
破
壊
消
防
が
主
流

で
、
消
火
に
は
相
当
な
苦
労

を
要
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
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旬の野菜を求め大行列
　

蕨
市
園
芸
緑
化
研
究
会
に

よ
る「
園
芸
祭
」が
10
月
21
日

と
22
日
、
和わ

楽ら

備び

神
社
で
開

か
れ
ま
し
た
。
今
年
は
市
内

産
の
ネ
ギ
や
ゴ
ボ
ウ
な
ど
約

50
品
目
に
加
え
、
わ
ら
び
り

ん
ご
サ
イ
ダ
ー
も
限
定
販
売
。

訪
れ
た
５
２
６
人
は
、
調
理

法
を
教
わ
る
な
ど
農
家
の
皆

さ
ん
と
の
会
話
も
楽
し
み
な

が
ら
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

西川口税務署のアルバイト募集／平成29年１月４日～３月31日のうち１～３か月程度　ＳＫＩＰシティか西川→

交流40年記念する式典
　

10
月
21
日
、
市
民
会
館
で

「
蕨
・
リ
ン
デ
ン
市
民
交
流
40

周
年
記
念
式
典
」
が
開
か
れ

ま
し
た
。
両
市
の
市
民
定
期

交
流
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
た

同
式
典
に
は
、
ド
イ
ツ
・
リ

ン
デ
ン
市
か
ら
市
長
を
は
じ

め
39
人
が
出
席
。
総
勢
１
２

０
人
の
前
で
記
念
品
が
交
換

さ
れ
る
な
ど
、
更
な
る
友
好

親
善
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

安全意識を高める教室
　

10
月
19
日
、
東
中
学
校
で

「
ス
ケ
ア
ー
ド
・
ス
ト
レ
イ
ト

交
通
安
全
教
室
」
が
開
か
れ

ま
し
た
。
自
転
車
や
車
に
よ

る
仮
想
事
故
を
ス
タ
ン
ト
マ

ン
が
演
じ
る
こ
の
教
室
。
参

加
し
た
小
・
中
学
生
や
地
域

の
皆
さ
ん
な
ど
７
８
０
人
は
、

悲
惨
な
事
故
を
引
き
起
こ
す

状
況
を
目
の
当
た
り
に
し
、

安
全
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

遺族らが戦没者を追悼
　

10
月
13
日
、
市
民
会
館
で

「
蕨
市
戦
没
者
追
悼
式
」が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
に

は
遺
族
の
皆
さ
ん
な
ど
計
２

５
０
人
が
参
列
。
先
の
大
戦

で
尊
い
命
を
落
と
さ
れ
た
か

た
が
た
に
黙
祷と

う

を
さ
さ
げ
た

ほ
か
、
献
花
台
に
花
を
手
向

け
る
な
ど
、
戦
没
者
の
冥
福

を
祈
り
な
が
ら
恒
久
平
和
へ

の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
健
康
づ
く
り
を
応

援
す
る
「
わ
ら
び
健
康
ま
つ

り
・
歯
ッ
ピ
ー
わ
ら
び
」が
10

月
23
日
、
中
央
公
民
館
と
市

民
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

各
種
測
定
や
歯
科
健
診
、
相

談
会
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど

の
ほ
か
、
睡
眠
に
関
す
る
講

演
も
行
わ
れ
、
訪
れ
た
９
２

３
人
は
生
活
習
慣
を
見
直
す

よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

催しで健康意識を向上

情報ダイヤル
掲載は無料です

問秘書広報課（緯433・7703）

〔譲ります〕
▶家電製品（洗濯機・冷蔵庫）　若干使
用感あり　価格応相談　取りに来てく
れる人︿岡田・緯443・8523﹀
〔仲間になりませんか〕
▶南囲碁クラブ　火曜日　午前９時半 
南公民館　無料︿山本・緯432・4543﹀
▶和楽備ラジオ体操絆の会　月・水・金
曜日＝午前６時15分　城址公園　脳トレ
ーニングあり︿平田・緯080・4179・6907﹀
▶ねこのみみ（市民交流・談話）　月１回 
正午　市内　500円︿北田・緯432・8501﹀
▶楊名時（太極拳）　土曜日　午後２時
半　蕨駅東口駅前ラ・セーヌビル　月
4,500円︿浦島・緯224・5915﹀
▶蕨塚越サッカースポーツ少年団　
土・日曜日・祝日　東小学校か塚越小学
校　月2,500円　年中～小学生　体験
入団も歓迎︿元山・緯090・8461・5315﹀
▶絵手紙にしき　第１・３水曜日　午
前10時　西公民館　初心者歓迎︿田
中・緯443・0938﹀
▶ナプア（フラダンス）　月３回金曜日 
午後８時　南公民館　月3,000円　子
を持つママ︿桜井・緯090・1554・9703﹀
〔参加しませんか〕
▶蕨てんとうむしの会「大人のための
お話会」　11日　午前10時半　図書館 
内容＝落語、２人語り、紙芝居など︿同
館・緯444・4110﹀
▶蕨更生保護女性会「親業講演会」　28
日　午前10時　中央公民館　託児あり
︿斉藤・緯090・1211・9756﹀
▶「昔街歩き・真岡」参加者説明会　
日時等は電話確認︿日帰り旅倶楽部・
岩本・緯090・3431・4295﹀
▶蕨第一中学校創立70周年記念同窓
会 27日　午後１時　市民会館　5,000
円︿今井・緯447・1200﹀
▶セピア・火曜会ダンスパーティー　
ダンスパーティー＝22日・26日　午後
１時15分　600円（26日は999円）　練習
会＝28日　午前９時半　499円　くる
る︿坂内・緯443・8968﹀
▶蕨断酒会（酒害相談）　１日＝中央公
民館　11日=南公民館　17日＝旭町公
民館　午後７時　語り合いの場︿高
橋・緯090・5510・8359﹀

ま
　
ち
　
の
　
　
話
　
題

消
防
組
は
改
組
や
改
称
を
経

て
、
昭
和
38
年
に
現
在
の
６

分
団
編
成
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
の
写
真
は
８
月
に
東
小

学
校
で
行
わ
れ
た
総
合
防
災

演
習
の
消
防
団
一
斉
放
水
訓

練
で
す
。現
在
、消
防
団
に
は

92
人（
10
月
１
日
時
点
）が
所

属
し
、「
自
分
た
ち
の
ま
ち
を

守
る
」
と
い
う
変
わ
ら
ぬ
思

い
が
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

いま むかし

髙橋勝之さん提供
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ワ
ラ
ビ　

じ
い
ち
ゃ
ん
、
今

日
は
朝
か
ら
何
の
お
仕
事
？

じ
い
ち
ゃ
ん　

駅
前
の
駐
輪

場
の
管
理
に
行
く
ん
だ
よ
。

ワ
ラ
ビ　

こ
の
前
は
学
校
の

お
掃
除
を
し
て
い
た
よ
ね
。

じ
い
ち
ゃ
ん　

わ
し
が
会
員

に
な
っ
て
い
る
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
マ
ン
シ

ョ
ン
清
掃
や
除
草
、
家
事
の

手
伝
い
な
ど
約
40
種
類
も
の

仕
事（
下
段
）が
あ
る
ん
だ
。

ワ
ラ
ビ　

そ
ん
な
に
た
く
さ

ん
あ
る
と
大
変
じ
ゃ
な
い
？

じ
い
ち
ゃ
ん　

そ
の
点
は
だ

皆
さ
ん
の
力
を
地
域
で
発
揮
し
生
き
が
い
に

会
員
登
録
に
必
要
な
も
の
は
や
る
気
と
元
気

い
じ
ょ
う
ぶ
。
セ
ン
タ
ー
か

ら
仕
事
の
依
頼
が
あ
っ
て
も

受
け
る
か
ど
う
か
は
自
分
で

選
べ
る
ん
だ
よ
。
そ
れ
に
、

無
理
の
な
い
日
程
を
組
む
こ

と
が
で
き
る
か
ら
ね
。

ワ
ラ
ビ　

そ
れ
は
安
心
だ
ね
。

じ
い
ち
ゃ
ん　

な
に
よ
り
地

域
の
仲
間
と
い
っ
し
ょ
に
和

気
あ
い
あ
い
と
働
け
る
か
ら

生
き
が
い
に
な
っ
て
い
る
よ
。

お
母
さ
ん　

毎
日
が
充
実
し

て
い
る
か
ら
、
セ
ン
タ
ー
の

仕
事
を
始
め
る
前
よ
り
い
き

い
き
し
て
い
る
も
の
ね
。

ワ
ラ
ビ　

セ
ン
タ
ー
の
会
員

は
何
人
く
ら
い
い
る
の
？

じ
い
ち
ゃ
ん　

４
０
０
人
近

く
の
会
員
が
い
る
ん
だ
よ
。

で
も
、
仕
事
の
依
頼
が
多
く

て
、
植
木
の
手
入
れ
な
ど
は

２
、
３
か
月
待
ち
に
な
る
こ

と
も
あ
る
み
た
い
だ
ね
。

ワ
ラ
ビ　

そ
ん
な
に
！

お
母
さ
ん　

植
木
の
仕
事
は

技
術
が
必
要
だ
か
ら
、
で
き

る
人
が
少
な
そ
う
ね
。

じ
い
ち
ゃ
ん　

セ
ン
タ
ー
で

は
、
未
経
験
の
人
の
た
め
に

講
習
会
を
開
い
た
り
、
ベ
テ

ラ
ン
の
人
と
い
っ
し
ょ
に
作

業
し
て
も
ら
っ
た
り
し
て
人

材
を
育
て
て
い
る
ん
だ
。
見

習
い
か
ら
一
人
前
に
な
っ
た

仲
間
も
い
る
よ
。

ワ
ラ
ビ　

そ
れ
は
す
ご
い
や
。

じ
ゃ
あ
、
や
る
気
と
元
気
が

あ
れ
ば
誰
で
も
で
き
る
ん
だ
。

じ
い
ち
ゃ
ん　

そ
う
だ
ね
。

仕
事
な
ど
が
一
段
落
し
て
、

地
域
で
何
か
始
め
て
み
よ
う

と
考
え
て
い
る
人
は
ぜ
ひ
会

員
に
な
っ
て
ほ
し
い
ね
。

親と子の
ニュースの
小窓

豊富な知識と経験
地域で生かす

シルバー人材センター
　蕨市シルバー人材センターでは、
おおむね60歳以上の皆さん､385人が
会員となって活躍しています（４月
１日現在）。生きがいづくりや健康
づくりのためにも、皆さんがこれま
で培ってきた知識や経験を地域とい
う新たな舞台で生かしてみませんか。

学
校
施
設
で
清
掃
を
行
う
会
員
の
皆
さ
ん

それぞれの木の特徴に合わせた丁寧な手入れが評判です

屋内外の一般作業
○除草　　　　　○マンション清掃
○ビル清掃　　　○粗大ごみ持ち出し 
○病院内軽作業　○包装 など

技能を生かす分野
○植木手入れ　
○消毒作業
○毛筆筆耕 など

折衝・外交
○ちらし配布
○検針
○調査 など

サービス分野
○家事サービス　　○葬儀手伝い
○蜂の巣駆除　　　○話し相手 など

管理業務
○公共施設管理
○放置自転車対策
○駐車場管理 など

一般事務
○パソコン作業
○受付事務 など

～ やりがいいろいろ!!　シルバー人材センターのお仕事 ～　詳細＝同センター（中央1－30－2　緯433・0962）
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旺
おう

樹
き

ちゃん
（１歳９か月）

松
まつ した

下　伸
のぶ みつ

光さん　
恵
え

里
り

さんの
長男　　　　

　　錦町在住　

千
かず

真
ま

ちゃん
（４歳２か月）

彰
しょう

真
ま

ちゃん
（４歳２か月）

山
やま

本
もと

　文
ぶん

司
じ

さん　
陽
よう

子
こ

さんの
長男・二男　 　

　　錦町５丁目

『キラリ！！みんなの力』は、わらびネットワークステーション（緯445・７２５６）の市民活動登録団体を紹介しています

　
「
幼
稚
園
に
通
い
始
め
た

千
真（
右
）と
彰
真（
左
）。
歌

を
覚
え
た
り
、
新
し
い
友
だ

ち
が
増
え
た
り
と
、
そ
れ
ぞ

れ
が
う
れ
し
い
報
告
を
し
て

く
れ
て
、
日
々
成
長
ぶ
り
を

感
じ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
２

人
は
い
つ
も
仲
よ
し
で
す
。

大
好
き
な
サ
ッ
カ
ー
や
お
出

か
け
な
ど
を
す
る
と
き
は
も

ち
ろ
ん
い
っ
し
ょ
。
ど
ち
ら

か
が
失
敗
し
た
と
き
に
は
、

双
子
ら
し
く
、
慰
め
合
う
姿

を
見
せ
て
く
れ
て
ほ
ほ
え
ま

し
い
で
す
ね
。
２
人
に
は
、

い
つ
ま
で
も
手
を
取
り
合
っ

て
、
元
気
に
育
っ
て
ほ
し
い

で
す
」と
、母
親
の
陽
子
さ
ん
。

　

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
－535－

　

い
ま
話
題
の
ふ
る
さ
と
納

税
で
す
が
、
自
分
の
故
郷
を

応
援
す
る
と
い
う
本
来
の
趣

旨
か
ら
外
れ
て
、
返
礼
品
合

戦
に
な
っ
て
い
る
、
と
の
懸

念
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

蕨
市
で
は
、平
成
24
年
に
、

子
育
て
や
福
祉
な
ど
使
途
を

指
定
で
き
る
ふ
る
さ
と
応
援

基
金
を
作
り
、
こ
れ
ま
で
市

内
の
個
人
や
団
体
か
ら
、
時

に
は
大
変
多
額
の
寄
附
を
い

た
だ
き
、
高
規
格
救
急
車
や

小
・
中
学
校
の
備
品
の
購
入

な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
に
有
効

に
活
用
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
昨
年
度
か
ら
寄

附
上
限
額
が
２
倍
に
な
る
等

ふ
る
さ
と
納
税
額
は
更
に
拡

大
し
、
蕨
市
に
お
い
て
も
、

そ
の
影
響
が
無
視
で
き
な
い

状
況
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
蕨
市
で
も
自
主

財
源
の
確
保
に
向
け
、
返
礼

品
制
度
を
開
始
し
ま
し
た
。

返
礼
品
に
は
、
双ふ

た

子こ

織お
り

や
鉄

道
模
型
、双
眼
鏡
、河
鍋
暁
斎

の
関
連
グ
ッ
ズ
等
、
蕨
に
ゆ

か
り
の
あ
る
企
業
や
品
物
を

採
用
し
て
い
ま
す
。
開
始
か

ら
４
週
間
弱
で
す
が
、
昨
年

７
件
17
万
５
０
０
０
円
で
あ

っ
た
個
人
の
寄
附
が
既
に
全

国
か
ら
90
件
２
１
０
万
円
を

超
え
、
好
評
で
す
。
地
元
の

返
礼
品
を
使
う
こ
と
で
地
域

の
活
性
化
や
蕨
の
魅
力
発
信

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
も
Ｐ
Ｒ
等
に
ご
協

力
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

市長　賴 髙 英 雄

ふるさと納税の
返礼品制度を開始

93

市民と市長の面会日
　面会日は毎月第１木曜日。
ただし、今月は10日です。12
月は１日です。時間は午後１
時～５時を予定しています。
　ご希望のかたは秘書広報課

（緯433・7701）へご連絡を。

～ 女声コーラス枇
び  わ

杷の会 ～

紹介します！皆さんの市民活動

キラリ‼　
　みんなの力

メッセージ

演奏会に向けて練習に熱が入る皆さん

澤
さわ

田
だ

　久
ひさ

恵
え

代表

声
コ
ー
ラ
ス
枇
杷
の

会
は
、
昭
和
51
年
に

歌
う
こ
と
が
大
好
き
な
主
婦

た
ち
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
、

今
年
で
40
周
年
を
迎
え
る
伝

統
あ
る
合
唱
団
で
す
。
現
在

は
、中
央
公
民
館（
毎
週
木
曜

日　
午
前
10
時
）に
17
人
が
集

ま
り
、
日
本
合
唱
協
会
理
事

長
の
山や

ま

﨑ざ
き

滋し
げ
る

先
生
と
ピ
ア
ニ

ス
ト
の
松ま

つ

井い

裕ゆ

紀き

子こ

先
生
の

指
導
の
下
、
わ
ら
び
春
の
コ

ン
サ
ー
ト
や
蕨
市
民
合
唱
祭
、

埼
玉
県
合
唱
祭
な
ど
に
向
け

て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
会
の
目
標
は
、
ソ
プ

ラ
ノ
、
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
、
ア

ル
ト
の
３
部
合
唱
で
美
し
い

ハ
ー
モ
ニ
ー
を
生
み
出
す
こ

と
。適
度
な
緊
張
感
を
持
ち
、

集
中
し
て
練
習
に
取
り
組
ん

で
い
る
の
で
、
歌
い
切
っ
た

後
は
、
他
で
は
味
わ
え
な
い

達
成
感
や
充
実
感
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
練
習
以

外
で
は
、
季
節
の
草
花
を
巡

り
に
都
内
の
庭
園
を
散
策
し

た
り
、
新
年
会
を
開
い
た
り

と
、
会
員
ど
う
し
の
親
睦
も

深
め
て
い
る
ん
で
す
よ
。

　

今
月
20
日
に
は
、
川
口
リ

リ
ア
音
楽
ホ
ー
ル
で
「
創
立

40
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
開
催
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
集
大
成
と
な
る
、
心
に
響

く
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
皆
さ
ん
に

届
け
た
い
で
す
ね
。
ぜ
ひ
、

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

女

私たちといっしょに楽しく歌声を響かせませんか。
ご興味のあるかたは､ 澤田（緯432・4150）まで



【　　】12

日
間
で
延
べ
５
２
５
２
人

が
訪
れ
、
に
ぎ
わ
い
を
み

せ
た
錦
町
地
区
生
涯
学
習
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
。
そ
の
な
か
で
も
ひ
と

き
わ
熱
気
を
帯
び
た
ス
テ
ー
ジ
の

中
心
に
い
た
の
が
高
橋
秀
幸
さ
ん

（
43
歳
）
で
す
。
特
撮
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
「
炎え

ん

神じ
ん

戦せ
ん
隊た

い
ゴ
ー
オ
ン
ジ
ャ

ー
」
の
主
題
歌
で
デ
ビ
ュ
ー
し
、

歌
手
と
し
て
そ
の
後
も
数
多
く
の

楽
曲
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

高
校
時
代
に
学
園
祭
の
の
ど
自

慢
大
会
で
優
勝
し
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
歌
手
の
道
を
志
し
た
高
橋

さ
ん
。
音
楽
の
専
門
学
校
を
卒
業

後
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
バ

ン
ド
活
動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

日
の
目
を
見
な
い
日
々
が
続
き
ま

し
た
。
そ
し
て
28
歳
の
と
き
、
大

学
の
先
輩
か
ら
紹
介
さ
れ
た
音
楽
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広
報
蕨　

七
八
八
号　

平
成
二
十
八
年
十
一
月
一
日
発
行　

毎
月
一
回
発
行　

印
刷
・
㈱
秀
飯
舎

広
報
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す
　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

ひと
アニメソング＆キッズソングシンガー　

高
たか

橋
はし

 秀
ひで

幸
ゆき

 さん

２

歌を通してまちを盛り上げる

関
連
の
会
社
に
就
職
す
る
こ
と
に
。

し
か
し
、
歌
手
の
夢
を
完
全
に
捨

て
ら
れ
な
か
っ
た
高
橋
さ
ん
は
、

担
当
し
た
楽
曲
コ
ン
ペ
用
の
歌
の

ボ
ー
カ
ル
に
情
熱
を
注
ぎ
込
み
、

僅
か
な
可
能
性
に
賭
け
ま
し
た
。

す
る
と
、
主
題
歌
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
の
声
が
か
か
り
、
み
ご
と
に
合

格
。
34
歳
で
念
願
の
デ
ビ
ュ
ー
を

果
た
し
ま
し
た
。
童
謡
か
ら
演
歌

ま
で
幅
広
い
音
楽
を
爽
や
か
に
歌

い
こ
な
す
高
橋
さ
ん
は
、
瞬
く
間

に
人
気
歌
手
に
。
今
年
２
月
に
は

南
米
ペ
ル
ー
で
約
２
０
０
０
人
を

前
に
公
演
を
行
い
、
会
場
は
熱
狂

の
渦
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
子
ど
も
向
け
テ
レ
ビ
番

組
の「
歌
の
お
兄
さ
ん
」を
務
め
た

こ
と
で
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や

子
育
て
に
関
す
る
講
演
も
行
う
高

橋
さ
ん
。大
舞
台
の
ラ
イ
ブ
も
、子

ど
も
た
ち
相
手
の
手
遊
び
歌
も
人

を
元
気
に
、
笑
顔
に
す
る
と
い
う

点
で
は
同
じ
で
「
ど
ち
ら
も
全
力

投
球
で
す
」と
、ほ
ほ
え
み
ま
す
。

　

そ
ん
な
高
橋
さ
ん
は
「
夢
を
追

い
か
け
、
成
長
し
た
こ
の
蕨
に
恩

返
し
し
た
い
」と
の
気
持
ち
か
ら
、

９
月
の
錦
町
地
区
合
宿
通
学
で
夜

間
の
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
を
行

う
な
ど
、
地
域
で
の
活
動
も
始
め

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
ヒ
ー

ロ
ー
で
あ
り
、
ま
ち
を
盛
り
上
げ

る
ヒ
ー
ロ
ー
、
高
橋
さ
ん
の
今
後

の
活
躍
を
乞
う
御
期
待
く
だ
さ
い
。

輝

いて
ます

｢子どもが楽しめる歌をもっと届けたい｣と､ 高橋さん

 今月の河鍋暁斎記念美術館

Kawanabe
yosai

　

郭か
く

子し

儀ぎ

（
６
９
７
‐
７
８
１
）
は
、
中

国
の
唐
代
、
玄げ

ん

宗そ
う

皇
帝
の
と
き
に
安あ

ん

史し

の

乱
（
７
５
５
‐
７
６
３
）
を
平
定
し
て
功

を
あ
げ
、
以
降
、
徳と

く

宗そ
う

ま
で
四
代
の
皇
帝

に
仕
え
た
武
将
で
す
。
全
員
の
顔
と
名
前

を
覚
え
切
れ
な
い
ほ
ど
数
多
く
の
子
や
孫

に
恵
ま
れ
た
と
い
わ
れ
、
子
孫
繁
栄
や
長

寿
の
象
徴
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

暁
斎
も
孫
た
ち
に
囲
ま
れ
た
姿
を
堂
々

と
し
た
狩か

の
う野
派
の
筆
法
で
描
い
て
い
ま
す
。

企
画
展
で
は
本
図
の
下
絵
も
展
示
し
て
お

り
、
暁
斎
が
修
正
を
重
ね
て
行
っ
た
様
子

を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

河
かわ

鍋
なべ

 暁
きょう

斎
さい

天保２年（1831）
～明治22年（1889）

現在の茨城県古河市
で生まれる。浮世絵
や狩野派を学び、江
戸・東京の庶民から
人気を博す｡ 明治９
年､ 万国博覧会に肉
筆画を出品。14年、
内国勧業博覧会で日
本画の最高賞受賞。
娘の暁翠も日本画家。

展覧会の詳しい
内容は美術館の
ホームページを
ご参照ください

開館＝午前10時～午後４時　休館＝木曜日 
毎月26日～末日　ところ＝南町４-36-４
入館料＝一般540円　中学生～大学生430円
小学生以下210円　詳細＝同館（☎441・9780）

（20人以上の団体は要予約）

河鍋暁斎記念美術館
「狩野派 暁斎画塾 ― 臨写ヲ以初メ臨写ヲ以テ終ル ―」展

同時開催 「Respect! 暁斎。」展
期間＝11月１日（火）～12月23日（金・祝）

暁斎筆「郭子儀図」（部分）

本
作
品
は
現
在
の
展
覧
会
で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す

天才絵師の作品

蕨にあり
─No. ６─


